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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 188,608 ― 4,361 ― 5,989 ― 2,079 ―

20年3月期第3四半期 188,077 △0.0 6,840 △30.4 8,566 △19.0 4,504 △21.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 2,067.35 ―

20年3月期第3四半期 4,477.42 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 305,279 241,804 77.9 236,453.17
20年3月期 313,677 245,762 77.2 240,678.24

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  237,871百万円 20年3月期  242,122百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 1,000.00 ― 2,000.00 3,000.00
21年3月期 ― 1,000.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2,000.00 3,000.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 247,500 △2.1 800 △92.0 2,750 △77.2 100 △98.4 99.40

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※1 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基
準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財
務諸表を作成しております。 
※2 上記の予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は、環境の変化により異なる結果となることがあります。
業績予想の前提につきましては3ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  1,006,000株 20年3月期  1,006,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  ―株 20年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  1,006,000株 20年3月期第3四半期  1,006,000株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

※定性的情報における前年同期比の数値につきましては、参考として記載しております。 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3 四半期累計期間の日本経済は、一時的な原油高等の影響に加え、サブプライムローン

問題を発端としたアメリカ経済の減速が、世界的な金融危機や株式･為替市場の変動などを引き

起こしており、景気が悪化しております。また、雇用情勢も悪化しつつあり、個人消費も弱い

動きとなりました。 

放送業界におきましては、東京地区のスポット広告の出稿量が前年同期を大幅に下回る水準

で推移するなど、大変厳しい状況となりました。 

このような経済状況のなか、当第 3 四半期連結累計期間の売上高は 1,886 億 8 百万円(前年同

期比 5 億 3 千 1 百万円増、＋0.3％)、売上原価、販売費及び一般管理費の合計は 1,842 億 4 千

7 百万円(前年同期比 30 億 1 千万円増、＋1.7％)となりました結果、営業利益は 43 億 6 千 1 百

万円(前年同期比 24 億 7 千 9 百万円減、△36.2％)となりました。 

また、経常利益は 59 億 8 千 9 百万円(前年同期比 25 億 7 千 7 百万円減、△30.1％)、四半期

純利益は 20 億 7 千 9 百万円(前年同期比 24 億 2 千 4 百万円減、△53.8％)となりました。 

 
事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 
 
①テレビ放送事業 

タイム収入は、視聴率が好調なバラエティーやドラマのほか、一社提供番組の導入などで

ベースアップを図りました。また、単発番組でも「北京オリンピック 2008」をはじめとして、

テレビ朝日開局 50 周年記念特別番組「2010FIFA ワールドカップ TM アジア地区最終予選」

「地球危機 2008 ～10 年後の私たちへの手紙～」などの大型番組において積極的な営業活動

を行った結果、728 億 7千 3百万円(前年同期比 5億 3千 5百万円増、＋0.7％)となりました。 

  スポット収入は、業種別で、「精密･事務機器」が好調であったものの、スポンサーのテレ

ビ広告費削減傾向を反映して、「食品･飲料」「サービス･娯楽」「薬品」「住宅･建材」「金

融･保険」といった業種が大幅に低迷したため、665 億 8 千 4 百万円(前年同期比 71 億 3 千 8

百万円減、△9.7％)となりました。 

また、番組販売収入は 92 億 6 千万円(前年同期比 3 千万円増、＋0.3％)、その他収入は前

連結会計年度末に連結子会社となった株式会社日本ケーブルテレビジョンの影響などにより

143 億 9 千 2 百万円(前年同期比 32 億 4 百万円増、＋28.6％)となりました。 

以上により、テレビ放送事業の売上高は 1,631 億 1 千 2 百万円(前年同期比 33 億 6 千 7 百

万円減、△2.0％)、営業費用は1,618億5千6百万円(前年同期比2億7千8百万円減、△0.2％)

となりました結果、営業利益は12億5千5百万円(前年同期比30億8千9百万円減、△71.1％)

となりました。 
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②音楽出版事業 

“ケツメイシ”と“ＨＹ”のコンサートツアーや各コンサート会場でのアーティストグッズ販売、

“湘南乃風”のイベントなどが好調に推移したことから、音楽出版事業の売上高は78億6百万円(前

年同期比 18 億 4 千 8 百万円増、＋31.0％）、営業費用は 64 億 2 千 1 百万円(前年同期比 14 億 8

千 8 百万円増、＋30.2％)となりました結果、営業利益は 13 億 8 千 4 百万円(前年同期比 3 億 5 千

9 百万円増、＋35.1％)となりました。 

 

③その他事業 

「相棒－劇場版－」が大ヒットを記録した出資映画事業などにより、その他事業の売上高は 249

億 7 千 2 百万円(前年同期比 21 億 5 千 1 百万円増、＋9.4％)、営業費用は 231 億 9 千万円(前年同

期比 19 億 3 百万円増、＋8.9％)となりました結果、営業利益は 17 億 8 千 1 百万円(前年同期比 2

億 4 千 7 百万円増、＋16.1％)となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比 83 億 9 千 7 百万円減の 3,052 億 7

千 9 百万円となりました。これは、受取手形及び売掛金が 65 億 7 千 3 百万円減少したことなどによ

ります。 

負債は、支払手形及び買掛金が 20 億 9 千 6 百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比

44 億 3 千 9 百万円減の 634 億 7 千 4 百万円となりました。また、純資産はその他有価証券評価差額

金が 31億 7千 8百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末比 39億 5千 8百万円減の 2,418

億 4 百万円となりました。この結果、自己資本比率は 77.9％となりました。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 金融危機に伴う世界経済の減速により、株式市場は不安定な状態が続いており、景気の先行きも、

雇用情勢の悪化など、厳しさを増しております。 

 このような経済状況のなか、テレビ広告市場は、東京地区のスポット広告の出稿量が前年同期を

大幅に下回るなど、大変厳しい状況となっております。 

 通期の連結業績予想につきましては、平成 20 年 12 月 16 日に公表いたしました数値を変更してお

りません。また、通期の個別業績予想につきましても、同日公表の数値を変更しておりません。 

 

４．その他 

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①簡便な会計処理 

1.たな卸資産の評価方法 

   当第 3 四半期連結会計期間末の商品等のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、

前連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっており
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ます。 

   また、商品等の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 

  2.繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用し

た将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

 ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  1.税金費用の計算 

   税金費用については、当第 3 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて

税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法

によっております。 

   なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ①四半期財務諸表に関する会計基準等の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 19 年

3 月 14 日 企業会計基準第 12 号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業

会計基準委員会 平成 19 年 3 月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 ②たな卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 18 年 7 月 5 日 企業会計

基準第 9 号)を第 1 四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収

益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。 

   これによる損益への影響は軽微であります。 

 

 ③リース取引に関する会計基準等の適用 

  1.借主としてのもの 

   「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 5 年 6 月 17 日 最終改正

平成 19 年 3 月 30 日 企業会計基準第 13 号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準委員会 平成 6 年 1 月 18 日 最終改正平成 19 年 3 月 30 日 企業会計

基準適用指針第 16 号）を第 1 四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常

の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。 

   また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロと

して算定する方法によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につ
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いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

   これによる影響は軽微であります。 

 

  2.貸主としてのもの 

   「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 5 年 6 月 17 日 最終改正

平成 19 年 3 月 30 日 企業会計基準第 13 号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準委員会 平成 6 年 1 月 18 日 最終改正平成 19 年 3 月 30 日 企業会計

基準適用指針第 16 号）を第 1 四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常

の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース投資資産として計上しておりま

す。 

   また、ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準については、リース料受取時に

売上高と売上原価を計上する方法によっております。 

   なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

   これによる影響は軽微であります。 
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,213 14,712

受取手形及び売掛金 63,660 70,234

有価証券 39,320 59,824

たな卸資産 13,507 14,533

その他 10,215 7,954

貸倒引当金 △109 △79

流動資産合計 139,807 167,179

固定資産   

有形固定資産 57,687 56,614

無形固定資産   

その他 5,314 5,166

無形固定資産合計 5,314 5,166

投資その他の資産   

投資有価証券 77,274 60,646

その他 25,342 24,218

貸倒引当金 △147 △148

投資その他の資産合計 102,469 84,716

固定資産合計 165,471 146,497

資産合計 305,279 313,677

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,589 17,685

未払法人税等 554 1,932

役員賞与引当金 97 123

その他 31,869 33,244

流動負債合計 48,110 52,987

固定負債   

退職給付引当金 14,053 13,612

役員退職慰労引当金 289 317

その他 1,020 997

固定負債合計 15,364 14,927

負債合計 63,474 67,914
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 36,642 36,642

資本剰余金 55,342 55,342

利益剰余金 146,525 147,463

株主資本合計 238,511 239,449

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △450 2,728

繰延ヘッジ損益 △100 △56

為替換算調整勘定 △88 0

評価・換算差額等合計 △639 2,672

少数株主持分 3,932 3,640

純資産合計 241,804 245,762

負債純資産合計 305,279 313,677
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 188,608

売上原価 141,357

売上総利益 47,251

販売費及び一般管理費 42,890

営業利益 4,361

営業外収益  

受取利息 462

受取配当金 579

持分法による投資利益 464

その他 263

営業外収益合計 1,770

営業外費用  

固定資産廃棄損 132

その他 9

営業外費用合計 142

経常利益 5,989

特別損失  

投資有価証券評価損 1,826

会員権評価損 26

特別損失合計 1,853

税金等調整前四半期純利益 4,136

法人税等 1,751

少数株主利益 304

四半期純利益 2,079
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※当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成19年3月14日　企業会計基準第12

  号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成19年3月14日　企業会計基準適用指

  針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(3)継続企業の前提に関する注記

　　該当事項はありません。

(4)セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年 4月 1日　至　平成20年12月31日）

（単位：百万円）

テレビ放送
事業

音楽出版事業 その他事業 計 消去又は全社 連結

売 上 高

(1)外部顧客に対する売上高 160,787 7,675 20,145 188,608 ―  188,608 

(2)セグメント間の内部売上高
   又は振替高

2,324 131 4,826 7,282 (7,282) ―  

計 163,112 7,806 24,972 195,890 (7,282) 188,608 

営 業 利 益 1,255 1,384 1,781 4,421 (   60) 4,361 

(注)1.　事業区分は売上集計区分によっております。

　　2.　各事業区分の主要な事業内容

　　　　　テレビ放送事業：テレビ放送時間の販売、番組の販売、商品化権料収入

　　　　　音楽出版事業：音楽著作権・著作隣接権の管理事業、レコード事業、アーティストマネジメント事業等

　　　　　その他事業：イベント事業、ビデオ・DVD販売、出版、出資映画事業、ショッピング事業及び放送用機器等の販売等

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　該当事項はありません。
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(2)セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自　平成19年 4月 1日　至　平成19年12月31日）

（単位：百万円）

テレビ放送事業 音楽出版事業 その他事業 計 消去又は全社 連結

売 上 高 166,479   5,958   22,821   195,259   △ 7,182   188,077   

営業費用 162,134   4,932   21,286   188,354   △ 7,118   181,236   

営業利益 4,345   1,025   1,534   6,904   △    64   6,840   

(注)1.　事業区分は売上集計区分によっております。

　　2.　各事業区分の主要な事業内容

　　　　　テレビ放送事業：テレビ放送時間の販売、番組の販売、商品化権料収入

　　　　　音楽出版事業：音楽著作権・著作隣接権の管理事業、レコード事業、アーティストマネジメント事業等

　　　　　その他事業：イベント事業、ビデオ・DVD販売、出版、出資映画事業、テレショップ事業及び放送用機器等の販売等

「参考資料」

(1)(要約)前四半期連結損益計算書
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成19年 4月 1日

  至　平成19年12月31日)

Ⅰ  売    上    高

タ イ ム 収 入 72,104   

ス ポ ッ ト 収 入 73,299   

番 組 販 売 収 入 8,743   

そ の 他 収 入 10,415   

音 楽 出 版 収 入 5,841   

そ の 他 事 業 収 入 17,673   

売 上 高 合 計 188,077   

Ⅱ  売　上　原　価 137,073   

売 上 総 利 益 51,003   

Ⅲ  販売費及び一般管理費 44,163   

営 業 利 益 6,840   

Ⅳ  営 業 外 収 益 1,946   

Ⅴ  営 業 外 費 用 220   

経 常 利 益 8,566   

Ⅵ  特　別　損　失 765   

税 金 等 調 整 前
四 半 期 純 利 益 7,801   

税 金 費 用 3,088   

少 数 株 主 利 益 208   

四 半 期 純 利 益 4,504   

金   額

科　　　目
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６.その他の情報

平成21年３月期第３四半期経営成績等(個別)の概況(平成20年 4月 1日 ～ 平成20年12月31日)

(％表示は対前年同四半期増減率)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

百万円 百万円

売上高(個別)の内訳

百万円 百万円

20年３月期第３四半期

売 上 高

総 資 産

　20年３月期 296,576    

ス ポ ッ ト 収 入

番 組 販 売 収 入

そ の 他 事 業 収 入

売 上 高 合 計

そ の 他 収 入

172,142    

18,292    

168,287    

タ イ ム 収 入

15,422    

72,941    

66,611    

9,267    

1,173    

72,541    

73,732    

9,234    

1,210    

21年３月期第３四半期

営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益

　21年３月期第３四半期 168,287 ― 1,355 ― 3,774 ― 1,619 ― 

　20年３月期第３四半期 172,142 1.1 4,140 △36.1 5,326 △28.5 2,646

225,839    

△37.4 

純 資 産

　21年３月期第３四半期 289,194    221,140    
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テ　 　レ　　 ビ　 　朝　  日

平成21年３月期　第３四半期決算短信補足資料

連結損益計算書
(単位：百万円)

売上高 188,077   188,608 531 0.3% 

タイム収入 72,104   72,357 253 0.4% 

スポット収入 73,299   66,339 △ 6,960 △ 9.5% 

番組販売収入 8,743   8,816 72 0.8% 

その他収入 10,415   13,274 2,859 27.5% 

音楽出版収入 5,841   7,675 1,833 31.4% 

その他事業収入 17,673   20,145 2,472 14.0% 

営業費用 181,236   184,247 3,010 1.7% 

営業利益 6,840   4,361 △ 2,479 △ 36.2% 

売上高営業利益率 3.6%   2.3% △ 1.3%

営業外収益 1,946   1,770 △ 176 △ 9.1% 

(うち持分法による投資利益) (       574)   (      464) (△ 110) (△ 19.2%)

営業外費用 220   142 △ 78 △ 35.4% 

経常利益 8,566   5,989 △ 2,577 △ 30.1% 

売上高経常利益率 4.6%   3.2% △ 1.4%

特別損失 765   1,853 1,087 142.1% 

(うち投資有価証券評価損) (       765)   (    1,826) ( 1,061) ( 138.6%)

(うち会員権評価損) (        ―)   (       26) ( 26) ( ―)

税金等調整前四半期純利益 7,801   4,136 △ 3,665 △ 47.0% 

法人税等 3,088   1,751 △ 1,336 △ 43.3% 

少数株主利益 208   304 96 46.0% 

四半期純利益 4,504   2,079 △ 2,424 △ 53.8% 

持分法による投資利益の明細
(単位：百万円)

東映アニメーション㈱ 571 375 △ 196 △ 34.3% 

㈱ビーエス朝日 △  57 16 73 ―　

その他 60 73 12 20.3% 

合　　　計 574 464 △ 110 △ 19.2% 

前年同期比

前年同期比20年3月期第3四半期 21年3月期第3四半期

20年3月期第3四半期 21年3月期第3四半期
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セグメント情報
(単位：百万円)

テレビ放送事業

売上高 166,479 163,112 △ 3,367 △ 2.0% 

タイム収入 72,338 72,873 535 0.7% 

スポット収入 73,722 66,584 △ 7,138 △ 9.7% 

番組販売収入 9,230 9,260 30 0.3% 

その他収入 11,187 14,392 3,204 28.6% 

営業費用 162,134 161,856 △ 278 △ 0.2% 

営業利益 4,345 1,255 △ 3,089 △ 71.1% 

音楽出版事業

売上高 5,958 7,806 1,848 31.0% 

営業費用 4,932 6,421 1,488 30.2% 

営業利益 1,025 1,384 359 35.1% 

その他事業

売上高 22,821 24,972 2,151 9.4% 

営業費用 21,286 23,190 1,903 8.9% 

営業利益 1,534 1,781 247 16.1% 

消去又は全社

売上高 △ 7,182 △ 7,282 △ 99 1.4% 

営業費用 △ 7,118 △ 7,222 △ 104 1.5% 

営業利益 △ 64 △ 60 4 △ 6.5% 

  合  計

売上高 188,077 188,608 531 0.3% 

営業費用 181,236 184,247 3,010 1.7% 

営業利益 6,840 4,361 △ 2,479 △ 36.2% 

「その他事業」セグメント　売上高の明細

(単位：百万円)

ショッピング事業収入 5,445 5,633 188 3.5% 

イベント事業収入 2,980 3,662 682 22.9% 

ビデオ・ＤＶＤ販売収入 2,200 2,739 539 24.5% 

出資映画事業収入 674 1,750 1,075 159.4% 

ＣＳ事業収入 1,409 1,647 238 16.9% 

インターネット関連収入 1,383 1,631 248 17.9% 

その他 8,727 7,905 △ 821 △ 9.4% 

合　　　計 22,821 24,972 2,151 9.4% 

前年同期比

前年同期比

20年3月期第3四半期 21年3月期第3四半期

20年3月期第3四半期 21年3月期第3四半期

㈱テレビ朝日 (9409) 平成21年3月期 第3四半期決算短信

- 13 -


	注記01継続企業.pdf
	注記02前期FS
	注記03その他
	注記04補足01
	注記05補足02



